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模擬海底熱水系におけるアミノ酸の安定性と反応
Stability and reactions of amino acids in simulated submarine hydrothermal systems
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1970年代末の海底熱水噴出孔の発見は，生命起源研究に大きなインパクトを与えた。それまで，ミラーの実験などに
より原始大気中での有機物生成の重要性が考えられていたが，惑星科学の進歩とともに，原始大気が強還元型でないと
考えられるようになり，そのような環境下でのアミノ酸などの有機物の生成が限定的とみなされるようになったためで
ある。海底熱水噴出孔では非還元的な地球を考えた場合でも局所的な強還元的な場を保持していると考えられ，有機物
の生成・進化に有利と考えられた。さらに，マグマの熱による海水の加熱とそれが冷海水中に噴出することによる急冷，
熱水中に溶け出した高濃度の金属イオンやシリカの触媒作用なども化学進化に有利に働くことが期待できる。
　海底熱水噴出孔での有機物進化の研究のため，室内模擬実験が多数行われてきた。初期の実験では，閉鎖系のオート

クレーブが用い，種々の試料をガスで加圧後に加熱し，その生成物を調べることが多かった。しかし，オートクレーブ
では，海底熱水噴出孔の大きな特色である，加熱された海水の急冷（quenching）の効果を検証することができない。そ
こで，海底熱水系のよりよい模擬のため，種々のフローリアクターが考案された。
　本研究では，海底熱水噴出孔での化学進化，特にアミノ酸の重合に関して，オートクレーブおよびフローリアクター

を用い，それらの特性の比較とそれらの中でのアミノ酸重合物の生成の可能性の検証を行った。
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